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幕
末
・
維
新
期
に
銅
座
の
川
沿
い
に
四
棟
の
土
蔵
と
店
舗
・
住
居
計
八
棟
の
ヤ
マ

キ
長
崎
店
が
あ
っ
た
。
ヤ
マ
キ
は
屋
号
を
山
田
屋
と
い
い
、
西
は
出
島
、
南
は
唐
人

屋
敷
へ
そ
れ
ぞ
れ
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
前
の
銅
座
川
を
隔
て
て
新
地
が
あ
り
、
背
後

に
は
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
が
隣
接
し
て
い
た
。
店
の
所
有
者
は
八
代
の
濱
崎
太
平
次
で
江

戸
時
代
後
期
の
長
者
番
付
で
は
常
に
上
段
に
位
置
し
て
い
た
。
私
の
故
郷
、
指
宿
と

鹿
児
島
に
本
店
、
琉
球
・
大
坂
・
新
潟
・
函
館
に
支
店
を
置
き
、
千
石
船
を
含
む

三
十
数
隻
で
回
漕
・
貿
易
業
を
営
み
、
薩
摩
藩
家
老
調
所
広
郷
の
財
政
改
革
を
縁
の

下
で
支
え
た
の
み
な
ら
ず
、
三
隻
の
船
を
同
時
に
造
る
こ
と
が
出
来
る
約
二
千
坪
強

の
造
船
所
を
薩
摩
湊
浦
に
設
け
て
い
た
。
そ
こ
は
錦
江
湾
に
臨
む
湯
の
里
指
宿
の
中

心
に
あ
り
、
今
は
太
平
次
公
園
と
称
さ
れ
太
平
次
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
。
彼
の
勲

功
は
古
老
達
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。
又
、
彼
の
伝
記
は
浜
崎
太
平
次
翁
顕
彰
会
発

刊
の『
海
上
王
濱
崎
太
平
次
傳
』や『
鹿
児
島
県
史
料
』の
他
に
は
、
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ

て
い
な
い
し
、
直
系
の
子
孫
も
絶
え
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

　

太
平
次
は
文
久
三
年（
一
八
六
三
）大
坂
で
五
十
才
の
と
き
病
に
倒
れ
死
去
し
て
い

る
。
こ
の
時
、
彼
の
病
床
に
孝
明
天
皇
が
侍
医
を
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
偉

業
が
偲
ば
れ
る
。
今
年
は
没
後
百
五
十
年
、
来
年
は
生
誕
二
百
年
に
あ
た
る
。
指
宿

で
は
文
化
庁
補
助
金
事
業「
指
宿
ま
る
ご
と
博
物
館
」構
想
の
一
環
と
し
て
、
指
宿

ム
ー
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
太
平
次
・
旅
立
ち
』の
映
画
作
り
が
進
み
、
数
分
間
で
は

あ
る
が
、長
崎
の
今
昔
も
挿
入
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
現
在
編
集
段
階
だ
が
、ナ
レ
ー

タ
ー
に
は
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
松
平
定
知
さ
ん
が
担
当
さ
れ
、
今
春
に
は
完
成

予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

長
崎
の
太
平
次
に
つ
い
て
、
ま
ず
ヤ
マ
キ
長
崎
店
の
確
認
は
、
鹿
児
島
県
図
書
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
貴
重
資
料
の
紹
介『
薩
摩
の
豪
商
、
浜
崎
太
平
次
』の
タ
イ
ト
ル『
長

崎
旧
薩
摩
屋
敷
及
浜
崎
太
平
次
倉
庫
並
住
宅
図
』で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

年
代
不
詳
の
図
で
は
あ
る
が
、
旧
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
跡
に
は
三
井
銀
行
・
株
式
取
引

所
・
支
那
料
理
店
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
九
年
か
ら
昭
和
九
年
に
か
け

て
の
作
図
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
銅
座
川
沿
い
の
敷
地
約
三
百
六
十
坪
が
当
時
は

和
華
蘭
交
易
の
一
等
地
を
占
め
て
い
た
と
言
え
る
。
ま
た
薩
摩
蔵
屋
敷
と
ヤ
マ
キ
跡

の
間
約
二
百
八
十
坪
の
敷
地
に
は
ヤ
マ
キ
の
屋
号
と
栗
岡
商
店
倉
庫
と
記
さ
れ「
島

津
随
身
屋
敷
」の
注
が
つ
い
て
い
る
。『
斉
彬
公
史
料
四
』に「
長
崎
御
屋
敷
御
隣
屋
敷

差
上
度
訴
出
候
書
壱
通
」が
あ
る
こ
と
か
ら
太
平
次
が
蔵
屋
敷
は
薩
摩
藩
に
献
上
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

幸
い
に
し
て
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
に
は「
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」が
あ
り
、
先
述
の
図
を
元
に
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
探
っ
て
い
く
と
近
遠

景
の
銅
座
・
西
濱
町
が
新
地
蔵
と
共
に
写
さ
れ
て
い
る
の
に
出
会
う
。（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
閲
覧
可
）中
で
も
明
治
七
年
頃
上
野
彦
馬
撮
影
の「
大
徳
寺
跡
か
ら
県
庁
方

面
を
望
む
」（
№
六
〇
五
四
）は
ヤ
マ
キ
長
崎
店
の
白
壁
の
土
蔵
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
し

た
か
の
如
き
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

鹿
児
島
県
役
人
の
越
智
通
遠「
崎
陽
日
誌
」の
謄
写
本
が
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に

あ
る
。
明
治
六
年
四
月
一
日
か
ら
六
ヶ
月
間
ほ
ど
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
は

十
代
目
太
平
次
と
ヤ
マ
キ
四
天
王
と
い
わ
れ
た
大
番
頭
二
人
中
村
八
左
衛
門
と
高
崎

覚
兵
衛
が
度
々
登
場
す
る
。
幾
つ
か
拾
っ
て
み
る
と
、「
九
月
七
日　

諏
訪
社
御
祭

礼
二
付
い
ち
ち
源
左
衛
門
殿
拙
者
高
崎
父
子
そ
の
外
社
中
人
数
濱
崎
太
平
次
同
道
諏

訪
に
参
詣
鳥
井
前
に
て
拝
礼
神
社
三
座
大
粧
賑
々
敷
帰
玉
川
に
立
寄
い
つ
迄
も
大
酔

日
入
銘
々
引
取
い
ち
ち
氏
濱
崎
太
平
次
高
崎
徳
兵
衛
服
部
誠
之
助
小
澤
泰
助
同
道
大

小
屋
差
越
酒
宴
夫
よ
り
鹿
鳴
や
立
寄
候
処
、
大
粧
し
客
人
有
之
拙
者
座
敷
に
永
見
と

見
舞
有
之
今
夜
一
時
帰
宿
」と
は
、
長
崎
く
ん
ち
で
諏
訪
神
社
参
拝
の
後
の
様
子
で

あ
る
。
玉
川
は
玉
川
亭
、
高
崎
徳
兵
衛
は
覚
兵
衛
の
息
子
、
服
部
は
現
ダ
イ
エ
ー
銅

座
店
に
あ
っ
た
薩
摩
藩
御
用
達
商
人
で
、
こ
の
年
六
月
薩
摩
藩
蔵
屋
敷
約
半
分
を
千

円
で
入
札
払
い
下
げ
ら
れ
た
。
大
小
屋
・
鹿
鳴
や
は
丸
山
に
あ
り『
弥
太
郎
日
記
』に

も
よ
く
登
場
す
る
。
永
見
は
薩
摩
藩
五
代
友
厚
と
も
親
交
の
あ
っ
た
永
見
伝
三
郎
だ

ろ
う
か
。
も
う
ひ
と
つ
、「
九
月
十
一
日
今
日
於
高
崎
書
絵
會
相
企
当
時
名
高
池
原

奎
兄
弟
是
書
家
也
陸
舟
。
龍
図
此
弐
人
鉄
翁
門
人
画
者
夕
刻
銘
々
入
来
有
之
書
方
有

之
快
哉
療
額
字
並
詩
書
池
原
奎
書
調
山
水
掛
物
用
画
並
額
陸
舟
に
相
願
候
立
派
に
出

来
伊
地
知
氏
も
同
断
夫
よ
り
酒
宴
と
相
成
鶏
鳴
皈
家
」に
よ
り
番
頭
高
崎
が
主
催
し

た
書
画
会
の
華
や
か
な
様
子
が
分
か
る
。
池
原
兄
弟
と
は
香
穉
と
兄
の
枳
園
で
あ
り
、

鉄
舟
は
中
村
鉄
舟
で
あ
る
。

　
『
薩
摩
海
軍
史
』の
松
方
正
義
侯
直
話
に
は
、
薩
摩
藩
が
蒸
気
艦
船「
春
日
丸
」購
入

に
際
し
て
、
ヤ
マ
キ
よ
り
資
金
を
融
通
し
て
も
ら
い
、
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
ヒ
ュ
ー
ズ

と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
中
村
・
高
崎
両
番
頭
の
功
績
が
褒
め
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
南
北
戦
争
勃
発
に
よ
り
南
部
綿
花
地
帯
が
戦
場
と
化
し
た
こ
と
か
ら
、
い
ち

早
く
国
内
の
繰
綿
を
買
い
占
め
グ
ラ
バ
ー
と
好
取
引
し
た
が
、
文
久
三
年
大
阪
か
ら

長
崎
へ
向
か
う
途
中
、
下
関
沖
で
長
州
藩
か
ら
砲
撃
さ
れ
火
災
沈
没
し
た
長
崎
丸
に

は
、
九
代
太
平
次
と
繰
綿
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
ハ
イ
リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン

の
世
界
に
生
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
我
が
国
の
紡
績
業
の
礎
を
築
い
た
こ
と
や

小
菅
の
そ
ろ
ば
ん
ド
ッ
ク
建
設
の
幕
府
へ
の
申
請
も
番
頭
名
で
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど

枚
挙
に
暇
が
な
く
、
ま
た
三
菱
と
並
ぶ
川
崎
重
工
業
の
創
始
者
川
崎
正
蔵
が
こ
の
ヤ

マ
キ
長
崎
店
で
十
七
才
か
ら
十
年
間
店
員
と
し
て
働
き
、
太
平
次
の
薫
陶
を
受
け
て

い
た
。

�

（
和
紙
作
家
・
長
崎
ユ
ネ
ス
コ
協
会
元
事
務
局
長
）

三
六
七
号　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
日

長
崎
の
濱
崎
太
平
次

○
二
月
と
言
え
ば
先
ず
節
分
で
あ
り
、
二
月
三
日
が
今
年
の
節
分
で
あ
る
。
四
日
か
ら
は
春
と
な
る
。

そ
し
て
旧
正
月
の
元
旦
は
二
月
十
日
で
あ
る
。
其
の
故
に
旧
正
月
元
旦
前
に
春
を
迎
え
る
事
に
な
る
。

　

古
歌
に
、

	

　

年
の
内
に
春
は
き
に
け
り　

こ
の
年
を
去こ

ぞ年
と
や
い
は
ん　

今
年
と
や
言
は
ん　

　

と
あ
る
。

○
節
分
の
行
事
の
事
に
就
い
て
は
吾
妻
鑑
に「
節
分
の
夜
は
方か
た
た
が
い違
と
て
他
家
に
宿
泊
す
る

行
事
や
、
鰯
の
頭
を
門
戸
に
さ
す
」と
あ
り
、
室
町
時
代
の
文
献
に
は
中
国
の
暦
法
・

追
儺
の
行
事
に
よ
り「
豆
を
打
ち
鬼
を
攘は
ら

う
法
」を
伝
え
今
に
至
る
と
記
し
て
あ
る
。

○
長
崎
関
係
で
節
分
を
記
し
た
最
古
の
資
料
と
し
て
は
、
長
崎
イ
エ
ズ
ス
会
一
六
〇
二
年

編
纂
の「
日
ポ
辞
書
」（
邦
訳
）が
あ
り
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。Xetbun

（
正
し
く

はXechibun)

異
教
徒
がV

オ

ニ

oni

は
外
に
出
て
行
き
、
宝
と
幸
福
の
神
が
来
る
よ
う
に
と

大
声
で
叫
び
な
が
ら
、
煎
っ
たM

am
es

（
豆
）を
家
の
内
に
投
げ
て
悪
魔
を
追
い
出
す

年
の
末
。N

ayarai

ま
た
はVoniyarai

と
も
言
う
。

○
江
戸
時
代
の
長
崎
の
節
分
資
料
と
し
て
は
、
寛
政
九
年（
一
七
九
四
）長
崎
の
人
野
口
文

龍
が
著
し
た『
長
崎
歳
時
記
』（
長
崎
県
史
・
史
料
編
四
）と
其
の
後
饒
田
喩
義
が
編
し
た

『
長
崎
名
勝
圖
絵
』が
あ
り
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

	

節
分
の
夜
は
鱠な
ま
す
を
作
り
、神
棚
・
浴
室
便
所
に
至
る
ま
で
燈
火
を
か
ゝ
ぐ
、夜
に
入
り
燈
火

を
全
て
消
し
、年
男
を
立
て
家
内
よ
り
外
に
出
て
庭
に
ま
で
豆
を
ま
き
鬼
を
追
い
佛
う
、後

ち
家
内
に
て
祝
宴
。赤
大
根
を
鱠
に
入
る
、又
は
輪
切
り
に
し
塩
を
も
り
食
す
。此
の
日
暮

頃
、使
用
ず
み
の
火
吹
竹
の
口
に
紙
を
つ
め
外
に
投
げ
る
。此
の
時
あ
と
を
見
る
不
可
。こ
の

時
刻
、山
伏
等
厄や
く
ば
ら
い祓
と
て
貝
を
吹
き
鈴
を
ふ
り
廻
る
。家
人
、小
包
銭
を
与
え
祓
を
な
す
。

又
こ
の
頃
・
街
の
遊
人
・
面
を
つ
け
三
味
線
太
鼓
の
囃
子
を
つ
け
て
廻
り
祝
詞
を
う
た
う
。又

大
根
に
て
鼠ね
ず
み

を
作
り
台
に
盛
塩
と
共
に
の
せ「
明
の
方
よ
り
満み
ち
し
お汐
に
て
来
ま
し
た
」と
祝

詞
を
言
い
銭
を
乞
ふ
子
供
達
も
い
た
。其
の
夜
は
諏
訪
社
に
て「
豆
は
や
し
」・
鬼
火
た
き
あ

り
。昔
の
節
分
の
夜
は
大
い
に
賑
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。又
、幕
末
の
頃
の
長
崎
節
分
料
理
に

は
尺
八
烏イ

カ賊
と
金
頭（
魚
）の
御
煮
付
が
縁
起
物
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。

○
長
崎
歴
史
文
化
観
光
検
定
　
第
八
回
。長
崎
検
定
は
京
都
・
東
京
検
定
に
次
ぐ
三
大
観
光
検
定

と
し
て
全
国
的
に
有
名
で
、一
級
合
格
は
仲
々
む
つ
か
し
い
と
の
由
。中
で
も
長
崎
で
は
多
く
の
高

校
生
の
受
験
合
格
が
評
判
に
な
っ
て
い
る
。今
年
は
長
崎
市
職
員
や
学
校
の
先
生
方
も
多
く
受

験
さ
れ
て
い
る
と
の
事
。全
員
の
合
格
を
祈
り
お
り
ま
す
。

○
三
月
四
日
よ
り
本
会
の
月
・
火
・
水
・
金
の
各
講
座
を

開
講
し
ま
す
。
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い
。（
会
費
不
要
）

連
絡
は
事
務
局
ま
で（
電
話
八
二
一
─
一
五
四
〇
）

石
田
　
　
孝

指宿にある濱崎太平次像


